
                

  

１０月１７日（日）に行われる柏葉祭に向けて準備を進めてきましたが、いよいよ当日

をむかえるのみとなりました。先週からの準備期間に入ってからは、毎日係の仕事に取り

組む姿が見られました。また、昼休み、総合の時間の時間を費やして合唱練習を行う姿が

見られました。どうすればよい合唱ができるのか悩み、考え、話し合い、実行に移してい

ました。先日の学年リハーサルでは、途中経過ではありますが、今までの練習の成果をい

かした合唱を披露していました。また、その後は、それぞれの改善点の修正に努めていま

した。お忙しい中、また、感染対策として人数制限もありますが、お子さんの歌う姿をぜ

ひ見に来ていただければ嬉しく思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年１０月１５日 

 

文責 八島 裕子 

県北中学校 

第１学年だより 

Ｎｏ．２５ 一人一人の個性とよさ

が輝く学年に！ 

CDで合わせてパート練習をしていますが、他

のパートにつられてしまうことが多いです。他

のパートとハモり、かぶらないようにボリュー

ムを上げて歌いたいです。 

アルトパートリーダー 佐藤 孝信くん 

私はエレクトーンで主に演奏しているため、ピ

アノの練習はとても大変でした。本番では、「飛

び立とう君の空へ」の曲の良さを最大限に表現し

たいです。 

伴奏者兼ソプラノパートリーダー 齋藤 心晴さん 

 

コンクール当日うまく歌えるように全員で協力

してがんばっています。本番で全力が出せるよう

に、クラスの全員で楽しく歌うことが出来るよう

にがんばっていきたいです。 

指揮者 髙橋 絢音さん 

強弱を意識して歌ったり、自分たちが歌った

声を録音し、どこがだめだったかを見つけて改

善したりするなどして、合唱コンクールで上手

に歌えるようにがんばっています。 

バスパートリーダー 児島祐瑞希くん 

私たちは美しく大きな声で歌えるよう昼休み

などに練習を重ねています。先輩たちに負けな

いように練習時間を有効に使いたいです。 

ソプラノパートリーダー 山田 紗南さん 

１年２組の合唱リハの様子 １年１組の合唱リハの様子 



 

 

１０月８日（金）に東日本大震災伝承施

設訪問を行いました。お子さんから感想な

どをお聞きになったでしょうか。今回の訪

問は、「何が起こったのか」「なぜ起こっ

たのか」という真実を知り、「これから何

ができるのか」を考える良い機会となった

と思います。福島県人として決して忘れて

はいけない事実をしっかりと心に刻み、今

後のさらなる復興への思いを深めてほしい

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 １０月１８日（月） 

１   

２   

３   

４   

５   

６   

    

 

１０月１９日（火） 

１ 火２  

２ 火３  

３ 火４  

４ 火５  

５   

６   

短縮時程 給食あり 簡単清掃 部活なし 

 

１０月２０日（水） 

１ 水１  

２ 水２  

３ 水３  

４ 水４  

５ 水５  

６ 水６  

短縮時程 給食あり 簡単清掃 部活なし 

 

１０月２１日（木） 

１ 木１  

２ 木２  

３ 木３  

４ 木４  

５ 木５  

６ 木６  

普通時程 給食あり 普通清掃 部活あり 

 

１０月２２日（金） 

１ 金１  

２ 金２  

３ 金３  

４ 金４  

５ 金５  

６   

普通時程 給食あり 普通清掃 部活あり 

・SSW来校 

・完全下校１８：１５ 

・後期生徒会専門委員

会 

・完全下校１８：１５ 

 

・繰替休業日 

 

・SC来校 

・完全下校１３：０５ 

・完全下校１５：２０ 

震災でボロボロになった、たくさんのものか

ら、地震や津波はいろいろなことに影響するの

だと思いました。訪問してみて、地震や津波は

人の命も大切なものも簡単に奪ってしまう恐ろ

しい物なのだとわかったので、いつ来てもよい

ように備えたいと思います。 

小池 心那さん 

自然災害は突然起こることなのでどうするこ

ともできません。「東日本大震災」の経験をい

かし、災害が起こった前提で考え、例えば避難

する道をしっかり覚えたりするなど、生活の中

でできることや少しの時間でできることをやれ

ばいいと思いました。 

佐藤由紀乃さん 



 


